
（病院事業）
財務会計上
の短縮番号

2071 1

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 0.05人 400 0.05人 390 - 

0 0 0.05人 400 0.05人 390 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ％ 93 94 94 93 93

（2） 円 42,477 46,846 48,834 50,000 50,000

（3） 日 15 14 13 13 13

（4） 件 8,694 8,338 8,502 8,500 8,500

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 市立池田病院　医療管理課

担当課長名 杉本　義彦

１　事務事業の概要

施策名 市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

第1期実施計画の事業名 医療機能充実事業

財務会計上の事業名

事業の対象【誰（何）を】 救急医療・小児医療及び周産期医療等

事業の手段【どうする（させる）ことで】 医療機能を強化

事業の目的【どのような結果を得るか】 専門外来機能の充実と診療機能の強化

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 医療法

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

0 0

(決算） (決算） (決算）

0

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 0

支  出  合  計   Ａ 0 0 400 390

財
源

390

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

400

入院平均単価

平均在院日数

0 0

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

当院の時間外救急受入体制の強化が必要

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

病床利用率

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

医療機能を強化する一つとして救急医療を充実することにより時間外救
急受入数が多くなり、新規入院患者の増加につながるものと考える。

時間外救急受入患者数

３　成果の達成状況

選択の
理　由

上記の4つの指標に的を絞り、引き続き診療
機能の強化を図っていくことが重要であると
認識。

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（病院事業）
財務会計上
の短縮番号

2071 2

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 0.30人 1,960 0.30人 1,920 - 

0 0 0.20人 1,600 0.20人 1,560 - 

0 0 0.10人 360 0.10人 360 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 278 296 300

（2） 人 3 5 15

（3）

（4）

選択の
理　由

優秀な看護師を採用していくことは、病院経営にとっては大切な人材の
確保につながり、医療の質向上に果たしている効果は大きいものと考え
る。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

看護師人数

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

人物の見極めについては、経験の深い看護
部長の視点が不可欠なため。

内　　　　　　　　容

修学資金貸与人数

２３年度当初で３２名、２４年度当初で１８名採
用するなど、着実に人員確保が進んでいるた
め。

選択の
理　由

0

0 0 10,6207,560

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

8,700

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

※見直し内容を記入

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

助産師、看護師の確保に努める

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成２３年度　～　）

財務会計上の事業名

医療従事者確保事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

助産師、看護師

看護師確保対策や修学資金貸与制度の実施

第1期実施計画の事業名

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

担当課長名 坂本　隆芳

市立池田病院事務局総務課担当部課名

市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

5,600

7,5600

21 年度

(決算）

22 年度

(決算）

24 年度

10,620

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3580

2071 3 1

（直近）

98.3%

0.13人 1,066 0.13人 1,040 0.18人 1,440 0.18人 1,404 138.5%

0.13人 1,066 0.13人 1,040 0.18人 1,440 0.18人 1,404 138.5%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

101.2%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      101.2%

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 千円 4,117 3,928 3,827 4,154

（2） 千円 237 251 245 250

（3）

（4）

選択の
理　由

15,041

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

13,369

14,80915,380

21 年度

(決算）

22 年度

担当課長名 山田  和彦

保健福祉部休日急病診療所担当部課名

市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

休日急病診療所管理事業

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名

休日急病診療所管理事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】
休日診療診療事業を運営する為の通信運搬費、機器借上料、病院企業会計繰出金(管理
経費、光熱水費)

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

休日診療診療事業を運営する為の施設管理

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成１９年度　～　）

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

13,637事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

(予算）
区　　　　　分

(決算）

24 年度

※見直し内容を記入

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

14,314 13,595

14,635

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員

15,380 14,635 15,04114,809

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

市立池田病院に繰出金として、清掃・警備等
を任せている。

内　　　　　　　　容

電信料の削減

光熱水費、下水道使用料、電信料の節約に
努める。

選択の
理　由

市立池田病院の中での借地になり、休日急病診療所だけ勝手に清掃等
の委託をすることができず、市立池田病院からの按分による請求での支
払いしか出来ない状態である。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

光熱水費、下水道使用料の削減

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（ ）
財務会計上
の短縮番号

3582

2071 3

（直近）

104.0%

3.22人 19,404 3.18人 18,876 2.66人 16,644 2.66人 15,319 88.2%

1.92人 15,744 1.92人 15,360 1.77人 14,160 1.77人 13,806 92.2%

0.70人 2,520 0.66人 2,376 0.44人 1,584 0 66.7%

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0.60人 1,140 0.60人 1,140 0.45人 900 0.89人 1,513 78.9%

98.9%

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ 95.8%

その他財源 - 

一般財源      102.6%

96.9%

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 人 4,049 2,865 3,039 2,850

（2）

（3）

（4）

選択の
理　由

休日急病診療業務の委託について検討し、医師会とも調整を行った経過
があるが、医師会から休日急病業務関しては、市として事業の推進をして
ほしいとの回答があった。医師会としては、人員の協力は今まで通りさせ
てもらうとのことなので、現状の継続しながら、色々な検討をしていく。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

受診者数

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

平成２３年度に委託について、検討を行った
が、相手先との話がまとまらなかった。当分の
間は委託は無理とのこと。

内　　　　　　　　容

インフルエンザの流行によって受診者数は変
動します。

選択の
理　由

58,314

24,291 26,539 31,75027,238

38,770 31,775

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

43,657 39,438 42,275

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

※見直し内容を記入

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

がんの予防及び早期発見

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成１９年度　～　）

財務会計上の事業名

休日急病診療所運営事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

池田市民他

日曜・祝日・年末年始の休日診療(午前９時～午後４時)

第1期実施計画の事業名

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

30,440

担当課長名 山田  和彦

保健福祉部休日急病診療所担当部課名

市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

休日急病診療所運営事業

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

41,034

57,67863,061

21 年度

(決算）

22 年度

(決算）

24 年度

61 54 53 81

57,594

25,844

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計



（病院事業）
財務会計上
の短縮番号

2072 1

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 0.05人 400 0.05人 390 - 

0 0 0.05人 400 0.05人 390 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） ％ 62.0 60.9 62.8 65 70

（2） ％ 47.0 53.7 50.8 51 60

（3）

（4）

選択の
理　由

池田病院の地域での役割を認識してもらうことにより、病診連携の強化が
図れるものと考える。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

紹介率

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

地域の医療機関との連携を強化していくこと
で可能

内　　　　　　　　容

逆紹介率

講演会や勉強会を今後も継続実施していくこ
とで、地域医療の確保や病診連携の強化に
つながっていくものと認識。

選択の
理　由

0

0 0 1,000,390187,824

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員
内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

1,000,000

(予算）
区　　　　　分

事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入 医療法第4条

※見直し内容を記入

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

病診連携の強化・地域医療の確保

事業内容の見直し 平成　　年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成　　年度　～　）

財務会計上の事業名

地域医療連携強化事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

地域の医療機関及び市民

講演会・勉強会の実施

第1期実施計画の事業名

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

担当課長名 杉本　義彦

市立池田病院　医療管理課担当部課名

市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

187,424

187,8240

21 年度

(決算）

22 年度

(決算）

24 年度

1,000,390

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

１　導入済

３　事務事業を廃止

２　現在の事業内容を継続

１　事業内容・手法を改善

Ｃ　判断できない

Ａ　目標に向かって順調に推移してい

成果活動

成果活動

成果活動

成果活動

Ｂ　目標に向かって順調に推移していな

実 施 未 実 施

時　限継 続

一般会計 特別会計 企業会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業



（病院事業）
財務会計上
の短縮番号

2073 1

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 4.00人 32,000 4.00人 31,200 - 

0 0 4.00人 32,000 4.00人 31,200 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 件 - - 1 -

（2） 機関 - - 8 10 15

（3） 機関 - - 53 60 70

（4） 件 695 700 700

選択の
理　由

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ） （ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

担当部課名 市立池田病院　医療管理課

担当課長名 杉本　義彦

１　事務事業の概要

施策名 市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

第1期実施計画の事業名 広域医療連携強化事業

財務会計上の事業名

事業の対象【誰（何）を】 ①がん地域連携パス　②後方支援

事業の手段【どうする（させる）ことで】 ①パスの活用　②支援・調整の強化

事業の目的【どのような結果を得るか】 病院間の更なる機能分担の進展

実施期間 （平成　　年度　～　） 　（平成　　年度～平成　　年度）

事業内容の見直し 平成　　年度

H23/H22

※見直し内容を記入

実施根拠

(予算）

※根拠となる法令の条項までを記入 医療法

２　事業コスト・指標値の推移

事
業
コ
ス
ト
等

区　　　　　分
21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

0 0

(決算） (決算） (決算）

0

人　件　費 （人・千円）

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

任期付短時間勤務職員

非常勤職員

アルバイト

事　業　費（千円） 0

支  出  合  計   Ａ 0 0 32,000 31,200

財
源

31,200

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

32,000

肝がん登録医療機関数

乳がん登録医療機関数

0 0

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

地域の医療機関との連携を強化していくこと
で可能

指
標
値

区　　　　　分 内　　　　　　　　容 単位

がん地域連携パスの作成

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

地域連携パスを使うことにより、病診及び病病の役割分担と機能分担が
進んでいくと考えている。

退院支援・調整件数

３　成果の達成状況

選択の
理　由

①がん地域連携パスを活用　②退院支援・
調整を強化し、病院の機能分担を図っていく
ことが重要であると認識。

一般会計 特別会計

継 続 時　限

実 施 未 実 施

企業会計

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

１　導入済

３　事務事業を廃止

２　現在の事業内容を継続

１　事業内容・手法を改善

Ｃ　判断できない

Ａ　目標に向かって順調に推移してい

Ｂ　目標に向かって順調に推移していな

成果活動

成果活動

成果活動

成果活動

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業



（病院事業）
財務会計上
の短縮番号

2074 1

（直近）

- 

0.00人 0 0.00人 0 1.55人 12,120 1.50人 11,700 - 

0 0 1.50人 12,000 1.50人 11,700 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0 0 - 

0 0 0.05人 120 0 - 

0 0 0 0 - 

- 

国・府支出金 - 

受益者負担　 Ｂ - 

その他財源 - 

一般財源      - 

- 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 目標値

（実績） （実績） （実績） （予定） ( H26)

（1） 千円 ▲ 471,093 ▲ 235,987 345,184 334,457

（2） 千円 8,676,374 9,388,651 10,058,566 9,561,207

（3） 千円 9,495,473 9,838,843 10,241,453 10,214,741

（4）

選択の
理　由

３　成果の達成状況

指
標
値

区　　　　　分 単位

不良債務の解消

２３年度は市補助金の繰入により不良債務の解消ができたが２４年度以降
内部留保資金を増やせるようにすることが大切なので次期の計画策定が
急がれる。

４　担当部長が考える今後の方向性・見通し
評価を踏まえた課題と対策 （参考）昨年度記載の「評価を踏まえた課題と対策」

（参考）
 今後のアウトソーシング導入の可否

すでにコンサルに依頼して計画を進めてい
る。

内　　　　　　　　容

費用の減少（事業費用）

収益の増加（事業収益）

コンサルを導入し新経営計画の策定を進め
ていく。

選択の
理　由

0 0 17,05512,120

0

人　件　費 （人・千円）

支  出  合  計   Ａ

財
源

任期付短時間勤務職員

※見直し内容を記入 改革プランが終了し不良債務の解消は達成したが、今後に向けた経営計画の策定を行う。

内
訳

正職員

再任用短時間勤務職員

アルバイト

H23/H22

5,355事　業　費（千円）

(決算）

23 年度

(予算）
区　　　　　分

(決算）

24 年度

実施根拠

※根拠となる法令の条項までを記入

事業内容の見直し 平成24年度

　（平成　　年度～平成　　年度）（平成23年度　～　）

収益の確保及び費用の削減

緊急経営改善策を作成し、毎月進捗状況を把握、確認を行う。

事業の目的【どのような結果を得るか】

実施期間

不良債務の早期を平成23年度中に解消する。

２３年度実施の事務事業
(２４年度評価実施)

会 計 区 分 （ 会 計 名 を 記 入 ）

施策名

１　事務事業の概要

市立池田病院を拠点とした地域医療体制の充実

２　事業コスト・指標値の推移

（ ）

第 1 期 実 施 計 画 で の
分類番号 / 事 業 番号 / 枝 番 号

第1期実施計画の事業名

財務会計上の事業名

経営健全化事業

事業の対象【誰（何）を】

事業の手段【どうする（させる）ことで】

担当課長名 藤本　智裕

市立池田病院事務局経営企画室担当部課名

事
業
コ
ス
ト
等

受益者負担率 Ｂ÷Ａ

非常勤職員

事 務 事 業 評 価 シ ー ト

12,1200

21 年度

(決算）

22 年度

17,055

一般会計 特別会計

定型事業サービス事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 投資的事業

国・府の制度 国・府の制度＋市独自の制度 市独自の制度

継 続 時　限

実 施 未 実 施

Ａ　目標に向かって順調に推移している

Ｂ　目標に向かって順調に推移していない

Ｃ　判断できない

１　事業内容・手法を改善

２　現在の事業内容を継続

３　事務事業を廃止

成果活動

活動

活動

活動

成果

成果

成果

１　導入済

２　事業の全てが可能

３　事業の一部が可能

４　不可能

企業会計


